
第１回 人生の最終段階における医療の
普及・啓発の在り方に関する検討会

平 成 ２ 9 年 ８ 月 ３ 日

参考

資料１

平成24年度人生の最終段階における医療に関する意識調査結果
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治療方針の決定方法①

人生の最終段階における医療について家族と話し合ったことがある者の割合

（％）

意思表示の書面をあらかじめ作成しておくことへの賛否

意思表示の書面の作成状況（意思表示の書面の作成に「賛成」と回答した者）
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（％）

2.8 39.4 55.9 1.8一般国民（2,179）

詳しく話し合っている 一応話し合ったことがある 全く話し合ったことがない 無回答

69.7 2.3 27.0
1.0

一般国民（2,179）

賛成である 反対である わからない 無回答

3.2

91.4 5.3一般国民（1,518）

作成している 作成していない 無回答
（％）

□ 人生の最終段階における医療について家族と話し合ったことがある方は約４割、自分で判断
できなくなった場合に備えて、どのような治療を受けたいか、あるいは受けたくないかなどを
記載した書面をあらかじめ作成しておくことに7割が賛成している一方で、実際に作成してい
るのは３％であった。
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19.3

22.2

16.3

22.2

47.4

48.3

48.8

42.6

8.4

8.2

22.5

10.6

22.2

19.2

10.1

21.5

2.7

2.1

2.4

3.2

施設介護職員（880）

看護師（1,434）

医師（921）

一般国民（2,179）

定めてほしい 定めなくてもよい 定めるべきでない わからない 無回答

事前指示書に従った治療を行うことを法律で定めることの賛否

治療方針の決定方法②



さまざまな状況において過ごしたい場所さまざまな状況において過ごしたい場所

ケース１の場合は7割が居宅を希望しているが、それ以外の場合は医療機関もしくは施設での療養
を希望している。

末期がんであるが、食事はよくとれ、痛みもな
く、意識や判断力は健康なときと同様に保たれて
いる場合

末期がんであるが、食事はよくとれ、痛みもな
く、意識や判断力は健康なときと同様に保たれて
いる場合

末期がんで、食事や呼吸が不自由であるが、痛み
はなく、意識や判断力は健康なときと同様に保た
れている場合

末期がんで、食事や呼吸が不自由であるが、痛み
はなく、意識や判断力は健康なときと同様に保た
れている場合

重度の心臓病で、身の回りの手助けが必要である
が、意識や判断力は健康なときと同様に保たれて
いる場合

重度の心臓病で、身の回りの手助けが必要である
が、意識や判断力は健康なときと同様に保たれて
いる場合

認知症が進行し、身の回りの手助けが必要で、か
なり衰弱が進んできた場合
認知症が進行し、身の回りの手助けが必要で、か
なり衰弱が進んできた場合

交通事故により半年以上意識がなく管から栄養を
取っている状態で、衰弱が進んでいる場合
交通事故により半年以上意識がなく管から栄養を
取っている状態で、衰弱が進んでいる場合

ケース１ケース１

ケース２ケース２

ケース３ケース３

ケース４ケース４

ケース５ケース５

71.5

26.8

39.5

47.3

19.0 

14.4

59.2

34.9

13.7

8.2

10.3

11.8

23.5

37.4

71.7

3.8

2.2

2.2

1.6

1.2

ケース5

ケース4

ケース3

ケース2

ケース1

医療機関 施設 居宅 無回答

（%）
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さまざまな人生の最終段階の状況において希望する治療方針
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（％）

16.2 

11.1 

7.9 

12.7 

18.8 

61.1 

57.8 

28.6 

68.8 

67.0 

71.9 

63.4 

56.7 

21.9 

24.0 

47.5 

13.2 

20.0 

18.3 

22.0 

22.4 

14.4 

16.0 

20.3 

1.7 

2.0 

1.9 

1.9 

2.1 

2.5 

2.2 

3.5 

心肺蘇生処置

人工呼吸器

胃ろう

経鼻栄養

中心静脈栄養

口から水を飲めなくなった場合の点滴

肺炎にかかった場合の抗生剤服用や点滴

抗がん剤や放射線による治療

望む 望まない わからない 無回答

12.3 

8.7 

5.8 

10.1 

13.6 

46.8 

44.6 

75.6 

73.7 

76.8 

71.1 

66.9 

40.0 

41.3 

10.8 

16.0 

16.0 

17.3 

17.9 

11.2 

12.5 

1.3 

1.6 

1.5 

1.5 

1.5 

2.0 

1.7 

望む 望まない わからない 無回答

末期がん 認知症

さまざまな状況において希望する医療

□ さまざまな人生の最終段階の状況において希望する治療方針を詳細に尋ねたとこ
ろ、どのような状況でも侵襲性が高い等の一定以上の治療は望まない傾向であった



49.8

37.2

43.1

36.4

41.6

29.3

8.2

4

5.5

5.1

16

21.4

0.6

1.2

0.7

施設介護職員（880）

看護師（1,434）

医師（921）

十分行っている 一応行っている ほとんど行っていない 死が間近な患者（入所者）に関わっていない 無回答

患者（入所者）との話し合いの実態

（％）

職員に対する終末期医療に関する教育・研修の実施状況
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56.3

7.3

28.4

22.0

83.2

43.6

21.4

7.6

27.4

0.3

1.9

0.7

介護老人福祉施設（929）

診療所（262）

病院（296）

行っている 行っていない どちらとも言えない 無 回 答 （％）

人生の最終段階における医療に関する意識調査結果（平成25年3月）

□ 医療福祉従事者に対する人生の最終段階における医療に関する研修について、
病院では約4割で行われていなかった

□ 患者（入所者）やその家族に対する治療方針の話し合いは約４割で行われてい
た。



国及び学会等のガイドラインの利用状況国及び学会等のガイドラインの利用状況

「終末期医療の決定プロセスに関するガイドライン」の利用状況

ガイドラインを参考にしている割合は約2割で、施設介護職員がもっとも高かった。一方、ガイドライ
ンを知らないと回答した者は医師3割、看護師4割、施設介護職員5割であった。

学会等のガイドラインの利用状況

学会等のガイドラインを参考にしている割合は約2割で、医師がもっとも高かった。一方、ガイドライ
ンを知らないと回答した者は医師3割、看護師4割、施設介護職員5割であった。
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（%）

（%）

17.5

16.7

24.2

19.3

22

23.1

54.3

42.1

30.9

6.7

17

21.1

2.2

2.1

0.7

施設介護職員（880）

看護師（1,434）

医師（921）

参考にしている 参考にしていない ガイドラインを知らない 死が間近な患者（入所者）に関わっていない 無回答

22.7 

16.7 

19.7 

18.3 

22.9 

22.5 

50.2 

41.4 

33.8 

6.9 

17.1 

20.5 

1.8 

2.0 

3.6 

施設介護職員（880）

看護師（1,434）

医師（921）

参考にしている 参考にしていない ガイドラインを知らない 死が間近な患者（入所者）に関わっていない 無回答


